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第Ⅷ章 普天間飛行場跡地利用推進会議の開催補助  

本章では、本年度開催した「普天間飛行場跡地利用推進会議」（以下「推進会議」とい

う。）について、会議の概要、委員の主な意見について整理した。 

 

１．推進会議の実施概要 

（１）目的 

推進会議は、令和４年９月 13日に施行された「普天間飛行場跡地利用推進会議設置要綱」

に基づき、有識者、各種団体代表、市民代表等で構成される組織で、跡地利用の計画への

理解促進や考え方の共有化を図り、幅広く意見聴取を行うとともに、跡地利用に関する気

運醸成に繋げていくことを目的に設置された。 

本年度は、跡地利用計画策定に向けた流れと本年度の取組及び海外の現地調査を踏まえ

た先進事例調査、情報発信等の取組などに関しての報告を行うため、推進会議の開催補助

を行った。 
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（２）設置要綱 

会議の設置要綱については、以下のとおり。 
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（３）委員の選任 

推進会議委員については、設置要綱に従い、有識者、各種団体代表、市民代表、地権者代

表等の幅広い分野の方で構成されるよう選出している。昨年度選任した委員 22名が引き続

き本年度も委員を務めた。有識者は個人に、その他団体の代表は所属・役職に委任をして

いる。以下に委員名簿を掲載する。 
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（４）推進会議の開催概要 

推進会議の開催概要について、以下に示す。 

 

１）開催日及び開催場所 

開催日：令和８年２月 12日（水） 10：00～12:00 

場 所：沖縄コンベンションセンター 会議棟Ｂ Ｂ５・Ｂ６・Ｂ７ 

 

２）出席者 

出席者： 

 ※Web会議による参加 

欠席者：名嘉座元一委員、宮城茂委員、天久進委員、長堂昌太郎委員、具志堅幸一委員、

照屋文宏委員、大川正彦委員 

 

３）次第 

１．開会 

２．挨拶（沖縄県、宜野湾市） 

３．報告及び意見交換 

（１）跡地利用計画策定までの流れと本年度の取組 

（２）海外先進事例調査、情報発信等の取組 

（３）意見交換 

４．閉会 

  

西田睦会長 田名毅委員※ 

池田孝之副会長 嘉陽孝治委員 

岸井隆幸委員※ 具志堅荘一委員代理（伊佐強委員の代理） 

宮城邦治委員 天久静子委員 

池田榮史委員 宮本信弘委員 

浜田京介委員 仲村春松委員 

金城克也委員 古波藏晃委員 

米須義明委員  

（オブザーバー）内閣府政策統括官（沖縄政策担当）付参事官（政策調整担

当）付企画官 佐藤茂宗 

沖縄総合事務局総務部跡地利用対策課長 池村幸介 
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４）配布資料 

・議事次第 

・普天間飛行場跡地利用推進会議設置要綱 

・委員名簿 

・座席表 

・普天間飛行場跡地利用推進会議資料（以下、詳細） 

・これまでの経緯と跡地利用計画策定までの流れ 資料１ 

・行程計画 資料２ 

・普天間飛行場跡地利用計画策定に向けた本年度の取組 資料３ 

・海外先進事例調査 資料４ 

・普天間飛行場跡地利用等に関する情報発信等の取組 資料５ 

・全体計画の中間取りまとめ（第 2回）パンフレット 

 

５）会議資料 

①【資料１】これまでの経緯と跡地利用計画策定までの流れ 

図Ⅷ-１-１ 資料１（１/２） 
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図Ⅷ-１-２ 資料１（２/２） 
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②【資料２】行程計画 

 

 

図Ⅷ-１-３ 資料２（１/６） 

  



 第Ⅷ章 ｜ 普天間飛行場跡地利用推進会議の開催補助 

 

Ⅷ-9 

 

 

 

図Ⅷ-１-４ 資料２（２/６）  



 第Ⅷ章 ｜ 普天間飛行場跡地利用推進会議の開催補助 

 

Ⅷ-10 

 

 

 

図Ⅷ-１-５ 資料２（３/６）  
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図Ⅷ-１-６ 資料２（４/６）  
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図Ⅷ-１-７ 資料２（５/６）  
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図Ⅷ-１-８ 資料２（６/６）  
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③【資料３】普天間飛行場跡地利用計画策定に向けた本年度の取組 

 

 

図Ⅷ-１-９ 資料３（１/９）  
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図Ⅷ-１-１０ 資料３（２/９） 
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図Ⅷ-１-１１ 資料３（４/９） 
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図Ⅷ-１-１２ 資料３（４/９） 
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図Ⅷ-１-１３ 資料３（５/９） 
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図Ⅷ-１-１４ 資料３（６/９） 
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図Ⅷ-１-１５ 資料３（７/９） 
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図Ⅷ-１-１６ 資料３（８/９） 
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図Ⅷ-１-１７ 資料３（９/９） 
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④【資料４】海外先進事例調査 

 

 

 

図Ⅷ-１-１８ 資料４（１/５）  
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図Ⅷ-１-１９ 資料４（２/５）  



 第Ⅷ章 ｜ 普天間飛行場跡地利用推進会議の開催補助 

 

Ⅷ-25 

 

 

 

図Ⅷ-１-２０ 資料４（３/５）  



 第Ⅷ章 ｜ 普天間飛行場跡地利用推進会議の開催補助 

 

Ⅷ-26 

 

 

 

図Ⅷ-１-２１ 資料４（４/５）  
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図Ⅷ-１-２２ 資料４（５/５） 
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⑤【資料５】普天間飛行場跡地利用等に関する情報発信等の取組 

 

 

図Ⅷ-１-２３ 資料５（１/５）  
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図Ⅷ-１-２４ 資料５（２/５）  
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図Ⅷ-１-２５ 資料５（３/５）  
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図Ⅷ-１-２６ 資料５（４/５）  
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図Ⅷ-１-２７ 資料５（５/５）  
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６）開催の様子 

推進会議当日の開催の様子について、以下に写真を掲載する。 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅷ-１-２８  当日記録写真 

 

（５）推進会議における主な意見 

推進会議における主な意見を以下に整理した。 

 

１）跡地利用計画策定までの流れと本年度の取組に関する事項 

・普天間飛行場の地層には琉球石灰岩層があるため、台地特性の正確な情報収集が必要

である。正確な調査を行い、どのような建築物や緑地が配置可能か検討してほしい。 

・文化財については基地に入れないため、どのように活用していくか計画を深化するこ

とができない状況にある。基地内のみどりや文化財、環境に関する調査ができるよう

にしてほしい。 

・宜野湾市がどのように変わっているか、人口や世帯数等の動態を把握し計画に反映す

る必要がある。例えば、西普天間住宅地区の開発により、周辺道路は渋滞などが発生

している。周辺開発によりどのようなことが起こっているのかについてもしっかりと

調査し、計画に反映してほしい。また、インダストリアルコリドー地区についても計

画が進んでいるため併せて確認するとよい。 

・普天間飛行場は467haと広大な敷地であり、海抜も高い位置にあるため、安全なまちづ

くりが可能な立地である。また、空と海の玄関口（那覇空港、那覇港、安謝港等）と近

接している。そして基地内は自然が豊かな緑地が残っており、ポテンシャルの高い敷

地である。多様な人の意見を踏まえながら、日本を代表するまちづくりの実現に向け

て取り組んでいってほしい。 

・普天間飛行場の開発にあたり、周辺自治体（浦添市や中城村、北中城村、北谷町、沖縄

市など）との結びつきが大切だと思う。公共交通基盤との連携やネットワークの検討

が行われているため、引き続き検討を進めてほしい。 

・国・県・市で連携し、中部縦貫道路等の基幹交通の計画について早期に決めるべき。中

間取りまとめ（第２回）において、中部縦貫道路等が示されているものの、線形など確

定した内容ではない。道路計画を決めなければ、今後のみどりや跡地利用の計画検討
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に大きく関わるため早期決定が必要である。 

・普天間飛行場内には、2,700ｍの滑走路があるため、滑走路はどのように作られたのか、

現在地下はどのような状況か等については調査が必要である。あらかじめ調査・把握

し、掘り返す際にどのようなことが想定されるのか明確にする必要がある。 

・全体のスケジュール感を持っておくことが必要である。4,000人以上の地権者の合意形

成や交通機関の整備に時間を要するため、全体のスケジュール感を持っておくことで、

周辺の道路網との関係性から一部先行的に開発できるエリア等が見え、もう一段先の

検討に進むことができる。広大な土地であるため、段階的な開発が想定されるため周

辺の市街地とどのように連携するのかについても検討を進める必要がある。 

・県市が取り組んでいる先行取得も重要な内容である。企業誘致を行うためにはある程

度土地の原資を持っておく必要があり、みどりを確保するためにも土地が必要となる。 

・現計画は構想であるため、考え方を整理している段階である。今後、更に計画を掘り

下げていくためには、現在整理している考え方がどのような効果を生むのか（人口規

模、就業者数等）を算出する必要がある。この効果を出すことで、今後の沖縄の重要な

基盤である鉄軌道の利用者がどれくらい発生するか等が算出することが可能となる。 

 

２）海外先進事例調査、情報発信等の取組に関する事項 

・老人会や自治会の集まりの雑談の中で普天間飛行場跡地の計画の検討や取組について、

知らない人が多い。市民が手に取りやすい形の周知方法を行うとよい。 

・令和和９年度に全体計画の取りまとめの策定に向けて、市民に分かりやすい内容とし

てほしい。例えば、ポスターでの周知やそのポスターの時系列で更新等が周知の取組

の一つとしてあると思う。 


